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第
10
代
精
華
町
国
際
交
流
員
と
し
て
２
年
間
、
外

国
人
支
援
や
国
際
理
解
の
推
進
に
携
わ
っ
て
き
た

ペ
ル
コ
ビ
ッ
ツ
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
さ
ん
が
７
月
で

退
任
し
ま
し
た
。
本
誌
で
は
毎
月
、
コ
ラ
ム
で
米

国
の
文
化
や
独
自
の
風
習
に
つ
い
て
の
情
報
を
発

信
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
に
挑
戦
を
続
け
て
く
だ
さ
い
。
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Every Day is an Adventure

第10代国際交流員コラム
24

毎日が冒険毎日が冒険
最終回

　いよいよ皆さんにお知らせをする時がきました。既にご
存じの方もおられると思いますが、先月をもって精華町で
の任務を終え、皆さんがこのコラムをご覧になるころには
静岡県庁で働いています。今回のコラムで、この２年間を
締めくくります。大学を卒業して間もなくこの町に来まし
た。そして今、これからの生活に役立つ豊富な経験を得て
門出します。
　当たり前ですが、精華町に住んでいる間に、日本語能力
がずいぶん上達し、日本文化についていろいろ学びまし
た。しかし、それよりも有意義だったのは、皆さんとのふ
れあいだったのです。ささいなことも大きなことも、皆さ
んからいただいた優しさは私に大きな影響を与えてくれま
した。ここで暮らし始めたころから、皆さんは私に手を伸
ばしてくれたり、家に誘ってくれたり、私のことに興味を
示してくれたり、歓迎したりしてくれました。皆さんにし
ていただいたすべてのことに心から感動しています。
　もちろん、静岡での新生活や、これからのいろいろな冒
険を楽しみにしています。しかし、ここでの素晴らしい経
験を決して忘れません。皆さんが私の人生に与えてくれた
ものには及ばないかもしれませんが、少しでも皆さんの心
に何かお届けできたならうれしいです。精華町、ありがと
う。お元気で！

The time has come for me to reveal what some may 
already know: as of last month, I have left Seika 
and am now working at the Shizuoka Prefectural 
Office. This column will provide the coda to the past 
two years of my life. I arrived in Seika fresh out of 
college, and I leave having gained rich experiences 
that will serve me in my new life.

Naturally, during my time in Seika, I greatly 
improved my Japanese abilities and learned more 
about Japanese culture. What really made being 
here worthwhile, though, was the people. The 
kindness that the people of Seika have shown me, 
including gestures both grand and minor, have had 
a big impact on me. From the beginning of my time 
here, the residents of Seika have reached out to 
me, opened up their homes to me, showed interest 
in me, and gone out of their way to make me feel 
welcome. I am truly touched by all of the things that 
everyone here has given me.

Of course ,  I  am exci ted about my new 
beginning in Shizuoka, and I look forward to many 
more adventures. No matter what happens, though, 
I will never forget all of the wonderful experiences 
I have had here. I hope that I have made a positive 
influence on your lives, even if it is only a fraction 
of that which you have made on mine. Thank you, 
Seika, and take care.

So Long, Farewell さようなら、また会いましょう

ペルコビッツ・スティーブン
米国ロードアイランド州出身の24歳。平成
24年７月から精華町第10代国際交流員と
して勤務。多文化共生、国際理解など町の
国際化に従事。本年７月末に退任。

精華西中学校国際交流部の皆さんと交流

ま
ち
の
国
際
化
に
貢
献
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
国
際
交
流
員
の
２
年
間
の
活
動

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
さ
ん
は
、
多
文
化
共
生
や
国
際
理
解
を
は
じ
め
、
学
研
都
市
・
精
華
町
の
国
際
化
に
尽
力
し
、

７
月
末
に
退
任
し
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
れ
た
２
年
間
で
し
た
。

異文化体験イベント
　クリスマスと同じ時期、祝われるユダヤの祭り「ハヌカ」。特別な食事・遊びを紹介しました。

国際交流サロン
　�日米の文化や政治、教育など、毎月さま
ざまなテーマで講演しました。

外国語防災マップ
　�防災情報の外国語への翻訳を補助しました（冊子は国
際交流団体「せいかグローバルネット発行 )。

国際理解フェスティバル
　�参加者と一緒にアフリカン・ダンス！　音楽は国や言葉を超え
て共有できることを体感しました。

子ども祭り
　�米国で人気のゲーム「ツイスター」を紹介しました。
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絶対に近づかないでください。興味本位の行動は命取
りにつながります。
▶�避難所への避難に際しては、家庭の火の始末を忘れず
行い、あわてず速やかに避難しましょう。また、持ち
物は最小限にして、両手が使えるようにしておきま
しょう。
▶�濁水で路面の様子が分からなくなることがあります。
マンホールや側溝が外れていることがありますので、
十分注意しましょう。

豪雨」などが該当します。
　特別警報が出た場合、お住まいの地域は数十年に一
度しかないような非常に危険な状況にあります。屋外
の状況や、避難指示・勧告などに留意し、直ちに命を
守るための行動をとってください。
　また、大雨などの被害を防ぐには、時間を追って発
表される注意報、警報やそのほかの気象情報を活用し
て、早めの行動をとることがあなたや家族の命を守り
ます。

▶�災害時の安全を確保するため、町は状況＝下表＝に応
じて「避難準備情報」「避難勧告」「避難指示」を発令する
場合があります。これらの違いをあらかじめ理解して
おくことは「自らの身を守る」ことにつながります。各
種発令がされたときは、状況に応じて速やかに避難準
備、避難をしましょう！　特に要援護者などの方は避
難に時間がかかるため、早めに安全な場所（集会場な
ど）に避難を開始してください。
▶�増水した河川や土砂災害の恐れのあるがけや山林へは

　気象庁はこれまで、大雨や津波、高潮などにより重
大な災害の起こる恐れがあるときに、警報を発表して
警戒を呼びかけていました。昨年からはさらに、より
激しい大雨や大きな地震などが予想され、重大な災害
による危険性が高まっていることをお知らせし、特別
な警戒を呼び掛けるために、新たに「特別警報」を発表
することとしています。
　特別警報の対象となる現象は大雨の場合、紀伊半島
に甚大な被害をもたらした「平成23年台風第12号の

　
地
球
温
暖
化
な
ど
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
昨

今
の
降
雨
は
大
雨
と
な
る
こ
と
が
多
く
、
全
国

的
に
甚
大
な
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
精
華

町
で
も
一
昨
年
、
時
間
雨
量
１
０
７
㍉
（
菱
田

観
測
点
・
解
析
値
）
と
い
う
、
記
録
的
な
豪
雨

が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
昨
年
に
は
、
京
都
府

全
域
な
ど
に
初
の
大
雨
特
別
警
報
が
発
令
。
福

知
山
市
の
由
良
川
や
京
都
市
の
桂
川
の
氾は

ん

濫ら
ん

で
、
多
く
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
近
年
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
よ
り
、
以
前
に
比

べ
る
と
気
象
災
害
全
体
の
発
生
頻
度
は
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
反
面
、
災
害
に
対
す
る

人
々
の
意
識
の
希
薄
化
や
、
イ
ン
フ
ラ
だ
け
で

は
抑
え
き
れ
な
い
大
規
模
災
害
の
発
生
が
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
気
象
長
期
予
報
で
も
、
多
く
の
降
雨

災
害
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
台
風
や
集
中
豪

雨
に
よ
る
浸
水
や
土
砂
災
害
な
ど
自
然
の
脅
威

か
ら
、
家
族
の

命
と
財
産
を
守

る
た
め
に
は
、

家
庭
で
の
事
前

の
防
災
対
策
が

必
要
で
す
。

正
確
な
気
象
情
報
の
収
集
を
！

　
気
象
情
報
の
収
集
方
法
に
は
、
次
の
も
の
が

あ
り
ま
す
。

▼
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

　

�

警
報
や
注
意
報
の
状
況
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
を
通
じ
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た

最
近
で
は
、
テ
レ
ビ
局
が
作
成
し
て
い
る

デ
ー
タ
放
送
で
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

▼
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
携
帯
電
話

　�

警
報
や
注
意
報
、
台
風
情
報
、
気
象
レ
ー

ダ
ー
、
解
析
雨
量
、
降
水
短
時
間
予
報
な

ど
、
気
象
庁
が
発
表
し
て
い
る
情
報
は
、
気

象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま

た
、
国
土
交
通
省
防
災
情
報
提
供
セ
ン
タ
ー

の
携
帯
電
話

用
サ
イ
ト
＝

下
二
次
元

コ
ー
ド
＝
か

ら
も
、
防
災

気
象
情
報
を

知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

各
家
庭
で
の
降
雨
災
害
へ
の
備
え

①
自
宅
の
立
地
条
件
を
確
認

　
・
近
く
の
河
川
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
・�

想
定
さ
れ
る
浸
水
の
深
さ
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
（「
精
華
町
防
災
マ
ッ
プ
」
参

照
）。
浸
水
被
害
の
場
合
は
、
浸
水
深
度

に
よ
っ
て
、
家
屋
２
階
へ
避
難
す
る
、
い

わ
ゆ
る
「
垂
直
避
難
」
も
有
効
で
す
。

　
・�

土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
に
指
定
さ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
（
山

城
南
土
木
事
務
所
河
川
砂
防
室
・
町
危
機

管
理
室
）。

　
・�

避
難
場
所
（
小
中
学
校
や
集
会
所
）
の
位

置
と
避
難
経
路
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

②
日
ご
ろ
か
ら
の
家
屋
の
備
え

　
・�
普
段
か
ら
家
族
で
避
難
場
所
や
連
絡
方
法

な
ど
を
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
・�

側
溝
や
排
水
口
は
清
掃
し
、
常
に
水
は
け

を
良
く
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
・�

敷
地
内
の
排
水
ま
す
や
道
路
の
雨
水
ま
す

に
、
ご
み
や
泥
、
落
ち
葉
が
詰
ま
る
と
冠

水
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
大
雨
に
な
っ
て

か
ら
の
対
応
は
危
険
で
す
の
で
、
日
ご
ろ

か
ら
の
清
掃
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
・�

土
の
う
や
止
水
板
を
持
っ
て
い
る
場
合
、

す
ぐ
に
設
置
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　
・�

懐
中
電
灯
や
携
帯
ラ
ジ
オ
な
ど
の
防
災
用

品
を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

〈
防
災
用
品
の
例
〉

　

�

懐
中
電
灯
・
携
帯
用
ラ
ジ
オ
（
乾
電
池
）・

救
急
薬
品
・
衣
類
・
非
常
用
食
品
・
携
帯
ボ

ン
ベ
式
コ
ン
ロ
・
貴
重
品
な
ど

ｑ
危
機
管
理
室
危
機
管
理
係
ｔ
95

－

１
９
２
８

わ
が
家
の
防
災
大
雨
・
台
風
編

特別警報が発令されたら
直ちに命を守るための行動を！

避難関連情報　以下の情報を広報車による巡回や町ホームページ、NHKのテレビのテロップなどで発信しますので、気象情報とともに注視してください。
区分 発令時の状況 住民がとるべき行動

避難準備情報

・�災害時要援護者、特に避難行動に時間を
要する住民が避難行動を開始しなければ
ならない段階であり、人的被害の発生す
る可能性が高まった状況

・�災害時要援護者、特に避難行動に時間を要する
住民は、避難施設などへの避難行動を開始（避難
支援者は支援行動を開始）
・�上記以外の住民は、家族との連絡、非常用持ち
出し品の準備など、避難準備を開始

避難勧告

・�通常の避難行動が可能な住民が避難行動
を開始しなければならない段階であり、
人的被害の発生する可能性が明らかに高
まった状況

・�通常の避難行動ができる住民は、避難施設など
への避難行動を開始

避難指示

・�前兆現象の発生や、現在の切迫した状況
から、人的被害の発生する危険性が非常
に高いと判断された状況
・�がけの隣接地など、地域の特性などから
人的被害の発生する危険性が非常に高い
と判断された状況
・�人的被害の発生した状況

・�避難勧告などの発令後で避難中の住民は、確実
な避難行動を直ちに完了
・�まだ避難していない対象住民は、直ちに避難行
動に移るとともに、その時間的余裕がない場合
は、生命を守る最低限の行動

大雨災害が発生したら

「Ｂ」
未入稿

お知らせ

催事・募集

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

安心・安全

華手帖

お知らせ

催事・募集

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

安心・安全

華手帖
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町
教
育
委
員
会
で
は
こ
の
ほ
ど
、
13
人
の
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　
同
委
員
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
促
進
の
た
め
、
実
技
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な

指
導
や
助
言
を
行
い
ま
す
。
社
会
体
育
に
関
す

る
豊
か
な
職
見
や
経
験
と
指
導
能
力
を
持
つ
方

か
ら
選
出
さ
れ
ま
す
。

　
任
期
は
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
。
委
嘱
さ

れ
た
方
は
次
の
通
り
で
す
（
敬
称
略
）。

▼
委
員
長

　
中
川
清
史　
　

▼
副
委
員
長

　
杉
嶋
秀
美
・
武
元
敬
子

▼
委
員

　

�

園
田
和
之
・
吉
村
安
弘
・
奥
村
康
仁
・
渡
邉

　
町
教
育
委
員
会
で
は
こ
の
ほ
ど
、
12
人
の
社

会
教
育
委
員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

同
委
員
は
、
社
会
教
育
活
動
の
振
興
の
た

め
、
行
政
以
外
の
立
場
か
ら
意
見
・
提
案
を
す

る
推
進
役
で
す
。
学
校
教
育
や
社
会
教
育
の
関

係
者
、
家
庭
教
育
の
向
上
の
た
め
に
活
動
し
て

い
る
方
、
学
識
経
験
者
な
ど
か
ら
選
出
さ
れ
ま

す
。

　
定
例
会
を
中
心
に
、
社
会
教
育
上
の
課
題
事

項
な
ど
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
、
教
育
委
員
会

に
対
し
提
言
を
す
る
予
定
で
す
。

さ
わ
子
・
有
本
麗
子
・
橋
爪
町
子
・
板
原
淳

子
・
伊
藤
和
子
・
越
智
文
啓
・
村
田
志
津
子

委
員
２
人
が
府
功
労
者
表
彰

　

園
田
和
之
さ
ん
（
南
地
区
）・
吉
村
安
弘
さ

ん
（
光
台
六
丁
目
）
が
６
月
15
日
㈰
、
平
成
26

年
度
京
都
府
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
功
労

者
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
10
年
以
上
、
地
域
の
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
尽
力
し
た
功
績
が
た
た
え
ら
れ
た
も

の
で
す
。
表
彰
式
は
、
大
山
崎
町
体
育
館
で
行

わ
れ
た
第
47
回
京
都
府
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研

究
大
会
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

ｑ�

生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係
ｔ
95

－

１
９
０
７

「
け
い
は
ん
な
赤
ち
ゃ
ん
学
講
座
～
赤
ち
ゃ
ん

と
音
楽
～
」
が
９
月
12
日
㈮
と
13
日
㈯
に
、
け

い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
講
座
は
、
け
い
は
ん
な
学
研
都
市
で
進

む
最
新
の
赤
ち
ゃ
ん
の
研
究
を
紹
介
し
て
育

児
・
保
育
に
か
か
わ
る
方
を
支
援
す
る
も
の
で

す
。
今
回
の
講
師
は
志
村
洋
子
さ
ん
（
前
・
埼

玉
大
学
教
授
）
で
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

▼
時
間

　

�

①
12
日
㈮
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分
（
午

後
６
時
か
ら
受
け
付
け
）

　

�

②
13
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午
（
午
前
９
時
30

分
か
ら
受
け
付
け
）

▼
場
所

　
大
会
議
室
「
ナ
イ
ル
」（
３
階
）

▼
定
員

　
①
先
着
80
人
②
先
着
大
人
50
人

▼
内
容

　

�

①
「
赤
ち
ゃ
ん
と
音
楽
と
の
か
か
わ
り
を
育

て
る
保
育
」
…
専
門
家
（
保
育
士
な
ど
）
向

け
の
内
容
で
す
が
、
ど
な
た
で
も
受
講
で
き

ま
す
（
子
ど
も
の
入
室
不
可
）。

　

�

②
「
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
“
音
”
を
楽
し
も

う
！
」
…
子
ど
も
と
一
緒
に
受
講
で
き
る
、

育
児
中
の
方
向
け
の
内
容
で
す
。
お
む
つ
替

え
や
授
乳
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
ま
す

（
大
人
の
み
の
受
講
可
）。

▼
申
込
方
法

　
◆
フ
ァ
ク
ス

　
食
育
月
間
で
あ
る
６
月
の
19
日
、
祝
園
駅
東

西
連
絡
通
路
で
食
育
の
街
頭
啓
発
＝
左
写
真
＝

を
行
い
ま
し
た
。

　

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
「
あ
す
な
ろ

会
」
や
町
健
康
増
進
計
画
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
い
ち
ご
ち
ゃ
ん
」
た
ち
が
、
の
ぼ
り

旗
を
掲
げ
て
「
あ
す
な
ろ
お
喜
楽
ク
ッ
キ
ン

グ
」
レ
シ
ピ
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
駅
の
乗
降
客
な
ど
約
２
８
０
０
人

に
、「
今
日
は
食
育
の
日
。
み
ん
な
そ
ろ
っ
て

ご
飯
を
食
べ
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　
町
で
は
、
第
２
次
精
華
町
食
育
推
進
基
本
方

針
に
基
づ
く
「
家
庭
に
お
け
る
食
生
活
の
改

善
、
向
上
を
目
指
し
た
食
育
を
実
践
す
る
た
め

の
取と

り

組く
み

」
を
、
食
育
推
進
関
係
団
体
と
連
携
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
任
期
は
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
。
委
嘱
さ

れ
た
方
は
次
の
通
り
で
す
（
敬
称
略
）。

▼
委
員
長

　
田
中
智
美

▼
副
委
員
長

　
吉
川
博
文

▼
委
員

　

�

清
水
眞
理
子
・
檀
上
幸
裕
・
上
村
卓
三
・
白

畑
丈
子
・
高
鍋
房
美
・
福
味
真
樹
紅
・
村
上

智
子
・
石
井
好
昭
・
尾
﨑
麻
由
美
・
谷
譲
二

ｑ�

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係
ｔ
95

－

１
９
０
７

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
13
人

社
会
教
育
委
員
も
新
体
制
へ

　
　

�

８
月
25
日
㈪
ま
で
に
、
Ａ
４
紙
（
縦
方

向
）
に
「
９
月
赤
ち
ゃ
ん
学
講
座
参
加
申

込
・
⑴
申
し
込
む
講
座
（
①
ま
た
は
②
）

⑵
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
⑶
性
別
⑷
年
代

（
30
代
・
40
代
な
ど
）
⑸
住
所
⑹
電
話
番

号
⑺
フ
ァ
ク
ス
番
号
を
明
記
の
う
え
、
左

記
へ
。

　
◆
Ｅ
メ
ー
ル

　
　

�

８
月
25
日
㈪
ま
で
に
、
件
名
を
「
９
月
赤

ち
ゃ
ん
学
講
座
参
加
申
込
」
と
し
、
本
文

に
右
記
⑴
～
⑹
を
入
力
し
て
左
記
へ
。

　
※�

携
帯
・
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
か
ら
申
し
込
む
場

合
は
、
左
記
ア
ド
レ
ス
か
ら
受
信
で
き
る

よ
う
事
前
に
設
定
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
※�

送
受
信
ミ
ス
防
止
の
た
め
、
フ
ァ
ク
ス
・

Ｅ
メ
ー
ル
共
に
、
申
し
込
み
後
２
日
以
内

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）
に
返
信
が
な
け

れ
ば
、
左
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
主
催

　
け
い
は
ん
な
学
研
都
市
活
性
化
促
進
協
議
会

▼
監
修

　
同
志
社
大
学
赤
ち
ゃ
ん
学
研
究
セ
ン
タ
ー

※�

12
月
に
は
「
あ
そ
び
」、
来
年
２
月
に
は

「
学
習
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
同
講
座
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

ｑ�

け
い
は
ん
な
学
研
都
市
活
性
化
促
進
協
議

会
（
㈱
け
い
は
ん
な
内
）
ｔ
95

－

５
０
３

４
・
ｆ
98

－

２
２
０
５
・
ｍakachan@

m
l.keihanna-plaza.co.jp

９
月
12
・
13
日　
赤
ち
ゃ
ん
学
講
座

赤
ち
ゃ
ん
と
音
楽
の
関
係
学
ぶ

内
閣
府
か
ら
府
内
初
受
賞 

せ
い
か
食
育
劇
団
も
ぐ
も
ぐ

「
せ
い
か
食
育
劇
団
も
ぐ
も
ぐ
」
が
６
月
21
日

㈯
、
長
野
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
９
回
食
育
推

進
全
国
大
会
」
で
、
内
閣
府
特
命
担
当
相
か
ら

「
平
成
26
年
度
食
育
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
表

彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
若
い
世
代
を
対
象
に
食
育
活
動
の
推
進
を
図

る
先
進
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
京
都

府
内
で
は
初
め
て
の
受
賞
で
す
。
６
月
25
日
㈬

に
は
、
い
ち
ご
ち
ゃ
ん
ら
と
と
も
に
木
村
町
長

に
受
賞
報
告
を
し
ま
し
た
＝
右
写
真
。

　
同
劇
団
は
、
町
の
健
康
増
進
計
画
に
お
け
る

健
康
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
グ
ル
ー
プ
の
一
つ

で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
「
食
の
大
切
さ
」
を
伝

え
る
た
め
、
町
内
保
育
所
、
幼
稚
園
の
子
ど
も

た
ち
に
、
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
（
紙
人
形
劇
）
や
寸

劇
を
使
っ
た
食
育
活
動
を
、
月
に
１
回
の
ペ
ー

ス
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

ｑ�

健
康
推
進
課
保
健
予
防
係
ｔ
95

－

１
９
０
５

毎
月
19
日
は

「
食
育
の
日
」

　５月号でお知らせした「介護予防対象者の愛称」を、デザイン化してロゴマーク＝下＝にしました。
　６月には、約6300人の65歳以上（要介護認定を受けている方を除く）の方に基本チェックリストを送付し、約
4200人の方にご回答いただきました。回答いただいた方には、結果表と対象者別にロゴマークを表記した介護予
防事業のご案内をお送りしています。
　今後も、介護予防事業の案内などには、このロゴマークが入る予定ですので覚えておいてください。
ｑ福祉課 介護保険係ｔ95－1904

一次予防対象者（心配ありません）のロゴマーク二次予防対象者（気をつけましょう）のロゴマーク

元気の目印！
このロゴマーク

お知らせ

催事・募集

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

安心・安全

お知らせ

催事・募集

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

安心・安全

華手帖華手帖
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住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
な
ど
が
対
象

の
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
と
、
住
民
税
が
課
税

さ
れ
て
い
る
世
帯
で
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い

る
方
な
ど
が
受
け
取
れ
る
「
子
育
て
世
帯
臨
時

特
例
給
付
金
」
の
申
請
を
現
在
、
受
付
中
で

す
。
申
請
期
間
は
10
月
15
日
㈬
ま
で
で
す
。
詳

し
く
は
、
７
月
初
旬
に
配
布
し
た
チ
ラ
シ
や
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

臨
時
福
祉
給
付
金

▼
支
給
対
象
者

　

�

平
成
26
年
度
分
市
町
村
民
税
が
非
課
税
の
方

（
市
町
村
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
の
扶

養
親
族
と
な
っ
て
い
る
場
合
や
、
生
活
保
護

を
受
け
て
い
る
場
合
な
ど
を
除
く
）

▼
支
給
額

　
1
人
１
万
円

　
※�

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
５
０
０

０
円
を
加
算
し
ま
す
。

　
　
・�

老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺

族
基
礎
年
金
な
ど
の
受
給
者

　
　
・�

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
な

ど
の
受
給
者

住
宅
改
修
で
固
定
資
産
税
減
額

　
住
宅
を
改
修
し
た
場
合
、
条
件
に
よ
り
固
定

資
産
税
の
一
部
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
該
当
す
る

場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

耐
震
改
修
住
宅

　
次
の
条
件
を
満
た
す
住
宅
に
対
し
、
翌
年
度

分
に
限
り
固
定
資
産
税
の
２
分
の
１
を
減
額
し

ま
す
。
上
限
は
１
２
０
平
方
㍍
分
で
す
。
都
市

計
画
税
の
減
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
減
額
を
受
け
ら
れ
る
条
件

　
・�

平
成
27
年
12
月
31
日
ま
で
に
耐
震
改
修
工

事
を
し
た
住
宅
で
あ
る
こ
と

　
・�

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
存
在
す
る

住
宅
で
あ
る
こ
と

　
・�

建
築
基
準
法
に
基
づ
く
現
行
の
耐
震
基
準

を
満
た
す
耐
震
改
修
で
あ
る
こ
と

　
・�

耐
震
改
修
の
費
用
が
１
戸
あ
た
り
50
万
円

を
超
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と

　
・�

改
修
工
事
完
了
後
３
カ
月
以
内
に
減
額
の

申
告
を
す
る
こ
と

省
エ
ネ
改
修
住
宅

　
次
の
条
件
を
満
た
す
住
宅
に
対
し
、
翌
年
度

分
に
限
り
固
定
資
産
税
の
３
分
の
１
を
減
額
し

▼
申
請
先

　

�

基
準
日
（
今
年
１
月
１
日
）
時
点
で
住
民
登

録
し
て
い
た
市
区
町
村
役
場

ｑ
福
祉
課
臨
時
給
付
係
ｔ
95

−

１
９
０
４

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

▼
支
給
対
象
者

　
�

基
準
日
（
今
年
１
月
１
日
）
時
点
で
平
成
26

年
１
月
分
の
児
童
手
当
（
特
例
給
付
を
含

む
）
の
受
給
者
で
あ
り
、
平
成
25
年
中
の
所

得
が
児
童
手
当
の
所
得
制
限
額
に
満
た
な
い

方
　
※�

支
給
対
象
児
童
は
、
支
給
対
象
者
の
平
成

26
年
1
月
分
の
児
童
手
当
（
特
例
給
付
を

含
む
）
の
対
象
と
な
る
児
童
で
す
。
基
準
日

に
生
ま
れ
た
児
童
も
対
象
に
な
り
ま
す
。
基

準
日
時
点
で
中
学
生
で
あ
る
児
童
は
、
実

際
の
申
請
・
支
給
時
に
中
学
校
を
修
了
し

て
い
て
も
対
象
に
な
り
ま
す
【
注
】。

▼
支
給
額

　
対
象
児
童
１
人
あ
た
り
１
万
円

▼
申
請
先

　

�

基
準
日
（
今
年
１
月
１
日
）
時
点
で
住
民
登

録
し
て
い
た
市
区
町
村
役
場

【
注
】
非
課
税
世
帯
な
ど
を
対
象
に
実
施
さ
れ
る
臨
時

福
祉
給
付
金
の
対
象
と
な
る
方
や
、
生
活
保
護
の
被
保

護
者
な
ど
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
基
準
日
よ

り
後
に
生
ま
れ
た
児
童
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

ｑ�

子
育
て
支
援
課
児
童
育
成
係
ｔ
95

−

１
９
１

７

　
京
都
府
で
は
、
地
域
に
暮
ら
す
方
々
が
協
働

し
て
暮
ら
し
や
す
い
魅
力
的
な
地
域
を
つ
く
る

「
地
域
力
再
生
活
動
」
を
応
援
し
ま
す
。 

　
補
助
金
の
交
付
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
項
目
を

ご
確
認
の
う
え
、
積
極
的
に
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

▼
対
象
団
体

　

�

自
治
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
・
子
ど

も
会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
地
域
住
民
が
中
心

と
な
っ
た
団
体
、
ま
た
は
こ
れ
ら
の
う
ち
複

数
が
連
携
し
た
活
動
団
体

　
※�

政
治
・
宗
教
な
ど
に
か
か
わ
る
団
体
、
営

利
を
主
な
目
的
と
し
た
団
体
な
ど
は
対
象

外
で
す
。

▼
対
象
事
業

　

�

地
域
に
暮
ら
す
方
々
が
自
ら
取
り
組
む
、
環

境
保
全
、
安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
、
子

育
て
支
援
、
地
域
産
業
お
こ
し
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
種
類
の
地
域
活
動

▼
交
付
（
補
助
）
金
額

　
対
象
活
動
費
の
お
お
む
ね
３
分
の
１
以
内

　
※�

京
都
市
域
外
の
活
動
に
は
、
財
団
法
人
京

都
府
市
町
村
振
興
協
会
か
ら
も
同
様
の
支

援
が
あ
り
ま
す
。

　
※�

活
動
内
容
や
予
算
規
模
に
応
じ
て
交
付

率
・
交
付
上
限
額
の
優
遇
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
請
期
間

　
９
月
１
日
㈪
～
30
日
㈫
の
平
日

　
受
付
時
間
…
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▼
申
請
方
法

　
申
請
書
を
直
接
、
左
記
へ
。

　
※�

募
集
要
項
や
申
請
様
式
は
、
京
都
府
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

ｑ�

京
都
府
山
城
広
域
振
興
局
企
画
総
務
部
企
画

振
興
室
ｔ
21

−

２
０
４
９
・
ｆ
22

−

８
８
６

５
、
精
華
町
役
場
企
画
調
整
課
企
画
係
ｔ
95

−
１
９
０
０

京都府
地域力再

生

プロジェ
クト

支援事業

魅
力
あ
る

地
域
づ
く
り
を

応
援
し
ま
す

ま
す
。
上
限
は
１
２
０
平
方
㍍
分
で
す
。
都
市

計
画
税
の
減
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
新
築

住
宅
や
耐
震
改
修
の
特
例
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
年
度
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
減
額
を
受
け
ら
れ
る
条
件

　
・�

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
省
エ
ネ
改
修

工
事
を
し
た
住
宅
で
あ
る
こ
と

　
・�

平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
存
在
す
る

住
宅
（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）
で
あ
る
こ
と

　
・�

次
に
挙
げ
る
省
エ
ネ
改
修
工
事
で
、
そ
の

改
修
工
事
の
費
用
が
50
万
円
を
超
え
る
も

の
で
あ
る
こ
と

　
　
①
窓
の
断
熱
改
修
工
事

　
　
②
床
の
断
熱
改
修
工
事

　
　
③
天
井
の
断
熱
改
修
工
事

　
　
④
壁
の
断
熱
改
修
工
事　

　
　
※�

い
ず
れ
の
工
事
も
①
を
含
む
工
事
を
行

う
こ
と
。
ま
た
、
①
～
④
の
改
修
工
事

に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
位
が
現
行
の

省
エ
ネ
基
準
に
新
た
に
適
合
す
る
こ
と

も
必
要
で
す
。

　
・�

改
修
工
事
完
了
後
３
カ
月
以
内
に
減
額
の

申
告
を
す
る
こ
と

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
住
宅

　
次
の
条
件
を
満
た
す
住
宅
に
対
し
、
翌
年
度

分
に
限
り
固
定
資
産
税
の
３
分
の
１
を
減
額
し

ま
す
。
上
限
は
１
０
０
平
方
㍍
分
で
す
。
都
市

計
画
税
の
減
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
新
築

住
宅
や
耐
震
改
修
の
特
例
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
年
度
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
減
額
を
受
け
ら
れ
る
条
件

　
・�

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
バ
リ
ア
フ

リ
ー
改
修
工
事
を
し
た
住
宅
で
あ
る
こ
と

　
・�

平
成
19
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
存
在
す
る

住
宅
で
あ
る
こ
と
（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）

　
・�

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
が
居
住
し

て
い
る
こ
と

　
　

�

▽
65
歳
以
上
の
方
・
介
護
保
険
法
の
要
介

護
ま
た
は
要
支
援
の
認
定
を
受
け
て
い
る

方
・
障
害
者
の
方

　
・�

次
の
改
修
工
事
で
補
助
金
な
ど
を
除
く
自

己
負
担
金
が
50
万
円
を
超
え
る
も
の
で
あ

る
こ
と

　
　

�

▽
廊
下
の
拡
幅
・
階
段
の
こ
う
配
緩
和
・

浴
室
の
改
良
・
便
所
の
改
良
・
手
す
り
の

取
り
付
け
・
床
の
段
差
の
解
消
・
引
き
戸

へ
の
取
り
替
え
・
床
表
面
の
滑
り
止
め

化
・
改
修
工
事
完
了
後
３
カ
月
以
内
に
減

額
の
申
告
を
す
る
こ
と

ｑ
税
務
課
固
定
資
産
税
係
ｔ
95

−

１
９
１
６

町
税
納
付
は
口
座
振
替
が
便
利

　

町
税
【
注
１
】
の
納
付
に
は
、
便
利
・
安

全
・
確
実
な
口
座
振
替
が
お
薦
め
で
す
。

便
利
で
す
！

　
金
融
機
関
に
行
く
手
間
が
省
け
ま
す
。

安
全
で
す
！

　
現
金
を
持
ち
歩
く
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

確
実
で
す
！

　
う
っ
か
り
忘
れ
て
納
期
限
を
過
ぎ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。◇

　
申
し
込
み
は
、
口
座
振
替
依
頼
書
【
注
２
】

と
預
貯
金
通
帳
、
金
融
機
関
届
け
印
、
通
知
書

番
号
の
分
か
る
も
の
（
国
民
健
康
保
険
税
は
被

保
険
者
証
、
そ
の
ほ
か
は
納
税
通
知
書
な
ど
）

を
振
替
口
座
の
金
融
機
関
に
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
振
替
は
、
申
込
日
の
約
１
カ
月
後
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

▼
取
扱
金
融
機
関

　

�

京
都
銀
行
、
南
都
銀
行
、
京
都
や
ま
し
ろ
農

業
協
同
組
合
、
り
そ
な
銀
行
、
み
ず
ほ
銀

行
、
関
西
ア
ー
バ
ン
銀
行
、
三
井
住
友
銀

行
、
京
都
信
用
金
庫
、
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀

行
、
京
都
中
央
信
用
金
庫
、
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
・
郵
便
局
の
各
本
支
店
・
出
張
所

▼
振
替
日

　

�

各
町
税
の
納
期
限
の
日
（「
全
期
一
括
」
の

場
合
は
、
第
１
期
の
納
期
限
の
日
）【
注
３
】

【
注
１
】
町
府
民
税
（
普
通
徴
収
分
）、
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

【
注
２
】
町
役
場
税
務
課
の
窓
口
や
、
町
内
各
取
扱
金

融
機
関
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

【
注
３
】
残
高
不
足
な
ど
で
口
座
振
替
が
で
き
な
い
場

合
、
再
振
替
は
行
い
ま
せ
ん
。
納
付
書
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
速
や
か
に
現
金
で
の
納
付
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、「
全
期
一
括
」
の
振
替
が
で

き
な
か
っ
た
場
合
は
、
第
１
期
の
納
付
書

の
み
を
お
送
り
し
ま
す
。
第
２
～
４
期
は

「
期
別
」
で
の
振
替
と
な
り
、
翌
年
度
か

ら
「
全
期
一
括
」
に
戻
り
ま
す
。

※�

町
の
経
費
抑
制
の
観
点
か
ら
も
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

ｑ
税
務
課
収
納
推
進
係
ｔ
95

−

１
９
１
６

臨
時
給
付
金
申
請
を
受
付
中

ど
ち
ら
も
対
象
と
な
る
方
は

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」の
み
の

給
付
と
な
り
ま
す
。

普通預金

行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

お
知
ら
せ

し
ま
す
！

お知らせ

催事・募集

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

安心・安全

お知らせ

催事・募集

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

安心・安全

華手帖華手帖
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障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
に
は

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
と
き
に
初
診
を

受
け
た
病
気
や
け
が
に
よ
っ
て
、
障
障
害
基
礎

年
金
１
級
・
２
級
【
注
１
】
に
認
定
さ
れ
た
場

合
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
申
請
す
る
に
は
、
次
の
条
件
を
満
た
し
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

▼
受
給
条
件

　

�

次
の
①
②
の
う
ち
1
つ
以
上
、
③
④
⑤
の
う

ち
１
つ
以
上
該
当
す
る
方

　
①�

初
診
日
の
前
日
時
点
で
、
前
々
月
ま
で
の

保
険
料
納
付
済
期
間
【
注
２
】
が
加
入
期

間
の
３
分
の
２
以
上
あ
る
。

　
②�

初
診
日
の
前
々
月
ま
で
の
１
年
間
に
未
納

が
な
い
。

　
③
国
民
年
金
加
入
中
に
初
診
を
受
け
た
。

　
④
20
歳
に
な
る
ま
で
に
初
診
を
受
け
た
。

　
⑤�

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
日
本
国
内
に
住
民

登
録
し
て
い
る
間
に
初
診
を
受
け
た
。

▼
年
金
受
給
金
額

　
・
１
級
…
96
万
６
０
０
０
円
（
年
額
）

　
・
２
級
…
77
万
２
８
０
０
円
（
年
額
）

　
※�

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
権
利
が
発
生
し

た
後
で
も
、
出
生
な
ど
に
よ
る
子
ど
も

【
注
３
】
の
人
数
で
一
定
額
が
加
算
さ
れ

ま
す
。
２
人
ま
で
１
人
22
万
２
４
０
０

円
、
３
人
目
以
降
は
１
人
７
万
４
１
０
０

円
（
い
ず
れ
も
年
額
）。

特
別
障
害
給
付
金

　
右
記
①
②
の
期
間
で
国
民
年
金
任
意
加
入
の

手
続
き
を
し
て
お
ら
ず
、
次
の
す
べ
て
の
条
件

を
満
た
す
方
は
、
特
別
障
害
給
付
金
を
受
け
ら

れ
ま
す
。

同
行
援
護
従
業
者
の
資
格
取
得

　
平
成
26
年
度
京
都
府
同
行
援
護
従
業
者
養
成

研
修
（
一
般
課
程
・
応
用
課
程
）
が
９
月
か
ら

府
内
で
開
催
さ
れ
ま
す
（
公
益
社
団
法
人
京
都

府
視
覚
障
害
者
協
会
実
施
）。

　
従
業
者
と
し
て
の
業
務
内
容
の
関
係
上
、
体

力
面
に
問
題
が
な
い
こ
と
を
条
件
と
し
ま
す
。 

▼
場
所
・
日
程

　
①
京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス

　
　

�

９
月
８
日
㈪
・
10
日
㈬
（
応
用
課
程
＝
計

12
時
間
）

　
②
京
都
テ
ル
サ
ほ
か
周
辺
施
設

　
　

�

10
月
29
日
㈬
・
11
月
４
日
㈫
・
５
日
㈬
・

７
日
㈮
（
一
般
課
程
＝
計
20
時
間
）

　
　

�

11
月
11
日
㈫
・
13
日
㈭
（
応
用
課
程
＝
計

12
時
間
）

▼
対
象
者

　
◆
一
般
課
程

　
　

�

京
都
府
内
で
同
行
援
護
に
従
事
し
て
い

る
、
ま
た
は
従
事
す
る
意
思
が
あ
る
方 

　
◆
応
用
課
程 

　
　

�

京
都
府
内
の
同
行
援
護
事
業
所
（
指
定
予

定
も
可
）
で
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
に

任
用
さ
れ
て
い
る
、
ま
た
は
任
用
さ
れ
る

予
定
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
研
修
を
終
了

し
て
い
る
方 

　
　
・�

同
行
援
護
従
業
者
養
成
研
修
（
一
般
課

程
）

　
　
・�

平
成
23
年
度
以
前
の
「
京
都
市
及
び
京

都
府
視
覚
障
害
者
移
動
支
援
従
事
者
養

成
研
修
」
な
ど
の
視
覚
障
害
者
ガ
イ
ド

ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修

　
　
・�

視
覚
障
害
者
移
動
介
護
従
事
者
養
成
研

修

◆�

国
民
年
金
の
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い

な
い
。

◆�

障
害
（
障
害
基
礎
年
金
１
級
・
２
級
相
当
）

が
あ
る
。

◆
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
。

　
①�

昭
和
61
年
３
月
以
前
に
厚
生
年
金
保
険
・

共
済
組
合
な
ど
の
加
入
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
た
配
偶
者

　
②
平
成
３
年
３
月
以
前
の
学
生

◆�

①
ま
た
は
②
の
当
時
、
障
害
に
対
す
る
治
療

の
初
診
を
受
け
た
。

今
年
か
ら
の
変
更
点

　
今
年
４
月
か
ら
、
障
害
の
程
度
が
増
進
し
た

こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
、
１
年
を
待
た
ず
に
障

害
基
礎
年
金
を
請
求
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
【
注
４
】。

　
さ
ら
に
、
障
害
基
礎
年
金
１
級
・
２
級
を
受

給
し
て
い
る
方
は
、
国
民
年
金
保
険
料
を
通
常

納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
を
増
や
す
た
め
の
も
の

で
す
。
障
害
の
程
度
が
軽
く
な
り
障
害
基
礎
年

金
が
受
け
取
れ
な
く
な
っ
た
場
合
、
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
注
１
】
障
害
者
手
帳
の
等
級
と
は
異
な
り
ま
す
。

【
注
２
】
全
額
免
除
承
認
期
間
・
若
年
者
納
付
猶
予
承

認
期
間
・
学
生
納
付
特
例
承
認
期
間
を
含
み
ま
す
。

【
注
３
】
18
歳
に
な
っ
た
日
以
後
、
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
の
間
に
あ
る
子
・
20
歳
未
満
の
障
害
の
状
態
に
あ

る
子
。

【
注
４
】
障
害
の
種
類
に
よ
っ
て
は
請
求
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

ｑ�

京
都
南
年
金
事
務
所
ｔ
０
７
５

－

６
４
４

－

１
１
６
５
・
精
華
町
役
場
総
合
窓
口
課
年
金

係
ｔ
95

－

１
９
１
５

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
接
種
早
く

本
年
度
満
８
・
９
・
18
歳

　
平
成
７
年
４
月
２
日
～
19
年
４
月
１
日
生
ま

れ
（
本
年
度
満
８
～
19
歳
）
の
方
は
特
例
で
、

20
歳
に
な
る
前
々
日
ま
で
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン

の
定
期
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
特
に
本
年
度
８
～
９
歳
に
な
る
方
（
平
成
17

年
４
月
２
日
～
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
は
１

期
の
追
加
接
種
、
18
歳
に
な
る
方
（
平
成
８
年

４
月
２
日
～
平
成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
は

２
期
の
接
種
を
早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
接
種
は
無
料
。
１
期
が
終
了
し
て
い
な
い
方

は
、
１
期
分
か
ら
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
接
種
が
受
け
ら
れ
る
医
療
機
関
は
、
左
記
に

問
い
合
わ
せ
る
か
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
受
診
は
電
話
予
約
の
う
え
、
母
子
健

康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
診
察
時
間
な
ど

に
つ
い
て
も
医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
１
期
接
種
の
接
種
回
数

　
◆
未
接
種
者

　
　
１
期
初
回
を
６
日
空
け
て
２
回
接
種

　
　

�

１
期
追
加
を
１
期
初
回
終
了
後
、
６
カ
月

以
上
空
け
て
１
回
接
種

　
　
※�

一
般
の
対
象
者
の
第
１
期
の
接
種
間
隔

と
同
じ
で
す
。

　
◆
１
回
接
種
者

　
　
６
日
以
上
の
間
隔
を
空
け
て
２
回
接
種

　
◆
２
回
接
種
者

　
　
６
日
以
上
の
間
隔
を
空
け
て
１
回
接
種

▼
２
期
接
種
の
接
種
回
数

　

�

９
歳
以
降
に
１
回
接
種
（
１
期
終
了
後
６
日

以
上
空
け
て
接
種
）

ｑ�

健
康
推
進
課
保
健
予
防
係
ｔ
95

－

１
９
０
５

　
　
・�

そ
の
ほ
か
同
行
援
護
従
業
者
養
成
研
修

（
一
般
課
程
）
の
内
容
以
上
の
研
修

▼
申
込
期
間

　

�

①
は
８
月
８
日
㈮
、
②
は
９
月
30
日
㈫
ま
で

に
郵
送
で
精
華
町
役
場
福
祉
課
〔
〒
６
１

９

－

０
２
８
５
（
個
別
番
号
・
住
所
記
入
不

要
）〕
へ
。

▼
受
講
料

　

�

一
般
課
程
１
万
５
０
９
０
円
、
応
用
課
程

９
５
９
０
円
、
両
課
程
２
万
２
０
９
０
円

　
※�

テ
キ
ス
ト
（
同
行
援
護
従
業
者
養
成
研
修

テ
キ
ス
ト
第
３
版
＝
中
央
法
規
）
を
お
持

ち
の
方
は
、
２
５
９
０
円
差
し
引
き
ま
す
。

ｑ�

京
都
府
障
害
者
支
援
課
福
祉
サ
ー
ビ
ス
担
当

ｔ
０
７
５

－

４
１
４

－
４
６
０
０
（
研
修
の

申
込
に
つ
い
て
）・
公
益
社
団
法
人
京
都
府

視
覚
障
害
者
協
会
ｔ
０
７
５

－

４
６
３

－

５

５
６
９
（
研
修
の
内
容
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、

資
料
代
の
支
払
い
に
つ
い
て
）

天
ぷ
ら
廃
油 

回
収
中

　
廃
食
用
油
（
使
用
済
み
て
ん
ぷ
ら
油
）
を
回

収
し
て
い
ま
す
。

　
回
収
地
区
・
場
所
・
時
間
は
下
記
の
通
り
で

す
。
回
収
時
間
中
は
目
印
と
し
て
回
収
場
所
に

の
ぼ
り
旗
を
掲
示
し
て
い
ま
す
。
回
収
拠
点
が

な
い
地
区
在
住
の
方
は
、
最
寄
り
の
回
収
拠

点
、
ま
た
は
町
役
場
北
側
駐
車
場
東
側
に
設
置

し
て
い
る
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
油
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
中
身
が
漏
れ
な

い
容
器
に
入
れ
、
ふ
た
を
し
っ
か
り
閉
め
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
昨
年
度
の
回
収
量
は
６
６
４
０
㍑
で

し
た
。

▼
回
収
可
能
な
油

　

�

な
た
ね
油
・
ひ
ま
わ
り
油
・
大
豆
油
・
米

油
・
オ
リ
ー
ブ
油
・
コ
ー
ン
油
・
ベ
ニ
バ
ナ

油
・
ご
ま
油
な
ど

　
※
家
庭
か
ら
出
る
廃
食
用
油
に
限
り
ま
す
。

▼
回
収
で
き
な
い
油

　

�

ラ
ー
ド
・
ヘ
ッ
ト
（
牛
脂
）・
バ
タ
ー
・

マ
ー
ガ
リ
ン
・
魚
油
・
パ
ー
ム
油
・
エ
ン
ジ

ン
オ
イ
ル
・
ギ
ア
オ
イ
ル
な
ど
の
潤
滑
油

回
収
は
各
地
区
集
会
所
な
ど
で

　
回
収
ボ
ッ
ク
ス
は
次
の
場
所
に
設
置
し
て
い

ま
す
。

▼
常
設

　

�

舟
、
谷
、
北
稲
八
間
、
植
田
、
祝
園
西
一
丁

目
、
馬
渕
、
山
田
、
光
台
六
丁
目
、
桜
が
丘

一・三・四
丁
目
の
各
集
会
所
、
エ
ス
ペ
ロ
ー

マ
可
燃
ご
み
集
積
所
（
桜
が
丘
三
丁
目
）

▼
時
間
指
定
あ
り

　

�

狛
田
駅
東
土
地
区
画
整
理
事
務
所
東
（
僧
坊

地
区
・
第
４
日
曜
日
午
前
９
時
～
10
時
の

み
）、
南
稲
八
妻
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
第

２・
４
日
曜
日
午
前
８
時
～
午
後
５
時
の

み
）、
光
台
四・五
丁
目
の
各
集
会
所
（
第
４

日
曜
日
午
前
９
時
～
10
時
の
み
）、
光
台
七

丁
目
集
会
所
（
第
４
日
曜
日
午
前
の
み
）、

ネ
オ
ス
テ
ー
ジ
け
い
は
ん
な
公
園
ア
ネ
シ
ス

塵
芥
室
（
精
華
台
一
丁
目
・
第
４
日
曜
日
午

前
８
時
～
正
午
の
み
）

ｑ
環
境
推
進
室
環
境
係
ｔ
95

－

１
９
２
５

医
療
費
助
成
申
請
を

平23. ８. ２～９. １生の方
子どもの医療費助成・入院外の助成

昭24. ９生の方
高齢者の医療費助成

昭19. ８. ２～９. １生の方
京都府 臨時医療費助成

町では、３歳から小学校卒業までの子
どもにかかる外来医療費の一部を助成
しています。助成を受けるには、現在
お持ちの白色の受給者証とは別の受給
者証を受けるための申請が必要です。

町では、65歳～ 69歳で要件
を満たす方に、医療費（保険
適用分）の一部を助成してい
ます。助成は申請が必要で
す。

京都府では、要件を満たす方に医療費
（保険適用分）の一部を助成していま
す。対象は来年３月31日までの診療
分で、助成は申請が必要です。

上記対象者にはご案内を郵送しています。申請期間は８月12日（火）～ 18日（月）の平日です。申請が遅れる
と受給者証の使用開始日も遅れる場合があります。詳しくは、下記にお問い合わせください。
ｑ国保医療課 医療係ｔ95－1929

使用済小型家電のリサイクル 
回収物から　　　　　も

　昨年12月25日からスタートした使用済小型家電のリサ
イクル回収。今年３月末までに、1150個（478㌔）もの回
収ができました。
回収物ランキング
①リモコン・ケーブルなど：404個（94.3㌔）
②携帯電話端末：172個（23.2㌔）
③音響機器（デジタルオーディオ） ：77個（20.8㌔）
④理容機器（ヘアードライヤーなど） ：73個（16.5㌔）
⑤デジタルカメラ：59個（17.1㌔）
回収した貴金属などランキング
①鉄：65.0㌔
②銅：26.3㌔
③アルミ：22.0㌔
④銀：66.5㌘
⑤金：12.4㌘
　回収ボックスは、町役場（平日午前８時30分～午後６
時）、むくのきセンター（開館日の午前９時～午後９時30
分）、精華町コミュニティーホール（開館日の午前９時～
午後10時）に設置しています。今後もご協力をお願いしま
す。回収対象品などは、ごみ収集日程表をご覧ください。
ｑ環境推進室 環境係ｔ95－1925

金 銀 銅

お知らせ

催事・募集

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

安心・安全

お知らせ

催事・募集

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

安心・安全

華手帖華手帖
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｢
絵
で｣

｢

字
で｣ 

描
く
木
津
川

「
木
津
川
を
美
し
く
す
る
会
」
で
は
、
河
川
の

美
化
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
対
象
は
町
内
在

住
・
在
勤
の
方
で
す
。

　
作
品
は
、
８
月
29
日
㈮
ま
で
に
郵
送
で
下
記

に
お
送
り
く
だ
さ
い
（
必
着
）。
１
人
１
部
門

２
点
以
内
で
す
。

▼
内
容

　
・�

ポ
ス
タ
ー
の
部
…
河
川
美
化
を
主
題
と
し

た
も
の
（
画
用
紙
四
つ
切
り
・
小
中
学
生

対
象
）

　
・�

短
歌
の
部
・
俳
句
の
部
・
詩
の
部
…
木

津
川
を
主
題
と
し
た
も
の
（
詩
の
部
は

８
０
０
字
以
内
）

　
・�

作
文
の
部
…
木
津
川
や
河
川
美
化
を
主
題

と
し
た
も
の
（
１
６
０
０
字
以
内
・
小
中

学
生
対
象
）

　
・�

書
道
の
部
…
木
津
川
や
河
川
美
化
を
主
題

と
し
た
も
の
（
小
中
学
生
は
18
・
５
㌢
×

70
㌢
の
半
紙
）

▼
そ
の
ほ
か

　
・�

作
品
は
原
則
と
し
て
返
還
し
ま
せ
ん
。
ポ

ス
タ
ー
と
書
道
の
み
、
事
前
に
申
し
出
た

場
合
に
返
還
し
ま
す
。

　
・�

主
催
者
の
事
業
で
作
品
を
複
写
転
載
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ｑ�
〒
６
１
９

－

０
２
８
５
（
個
別
番
号
・
住
所

記
入
不
要
）
木
津
川
を
美
し
く
す
る
会
精

華
支
部
事
務
局
（
精
華
町
役
場
環
境
推
進

室
内
）
ｔ
95

－

１
９
２
５

飛
び
出
そ
う
！
世
界
へ海

外
体
験
補
助
金

　
町
で
は
、
海
外
留
学
や
海
外
で
の
国
際
協
力

活
動
に
か
か
る
費
用
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
補
助
の
限
度
額
は
５
万
円
。
渡
航
前
の
時
点

で
、
精
華
町
に
継
続
し
て
１
年
以
上
住
民
登
録

し
、
本
年
度
中
に
満
15
歳
以
上
に
な
る
方
が
対

象
で
す
。
以
前
に
こ
の
補
助
を
受
け
た
方
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
希
望
者
は
、
出
国
の
約
１
カ
月
前
ま
で
を
目

安
に
、
申
請
書
【
注
１
】
を
直
接
、
左
記
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
条
件

　
・�

自
費
で
30
日
以
上
、
海
外
留
学
や
海
外
で

の
国
際
協
力
活
動
を
行
う
こ
と
（
企
業
な

ど
か
ら
の
派
遣
や
観
光
旅
行
は
不
可
）

　
・�

帰
国
後
、
町
が
主
催
す
る
国
際
化
推
進
の

た
め
の
催
し
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、

留
学
体
験
な
ど
を
発
表
す
る
こ
と

　
・�

申
請
時
と
帰
国
後
に
留
学
な
ど
に
関
す
る

小
論
文
【
注
２
】
を
提
出
す
る
こ
と

【
注
１
】
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

【
注
２
】
小
論
文
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。

ｑ
企
画
調
整
課
企
画
係
ｔ
95

－

１
９
０
０

12
～
14
日
学
校
業
務
休
止 

　
町
立
小
中
学
校
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
節
減
な

ど
の
た
め
、
８
月
12
日
㈫
～
14
日
㈭
、
業
務
を

休
止
し
ま
す
。

　
学
校
へ
の
緊
急
連
絡
は
、
左
記
に
お
願
い
し

ま
す
。

ｑ�

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
ｔ
95

－

１
９
０
６

件。出演時間は15分以内（入退場を含む）です。
　８月29日（金）までに、はがきに「『第22回相楽の文化
を創るつどい出演希望』・グループ名・出場予定人数・
発表種目・代表者の住所・氏名・電話番号」を明記のう
え、下記にお申し込みください（消印有効）。
ｑ�〒619－0214　木津川市木津上戸15番地（相楽会館
内）
　第22回相楽の文化を創るつどい実行委員会
　ｔ72－0421・ｆ72－0470

　来年２月８日（日）に開催される「第22回相楽の文化を
創るつどい」の出演団体（演奏・合唱・民踊・詩吟・舞踊
など）を、同実行委員会が募集しています。
　会場は精華町地域福祉センター「かしのき苑」（相楽郡
精華町大字南稲八妻小字砂留22番地１）。時間は午後１
時～４時30分の予定です。
　募集は約12団体で出演は無料。「相楽郡または木津川
市に在住、もしくは活動しており、５人以上で構成され
ていること」「代表者は実行委員会委員となること」が条

演奏グループなど募集　相楽の文化を創るつどい、来年２月

募集種目 受付期間 試験期日 資　格

航空学生 ９月９日（火）まで
１次：９月23日（祝・火）
２次：10月18日（土）～ 23日（木）
３次：11月15日（土）～12月18日（木）

高卒（見込み含む )21歳未
満

一般曹候補生 ９月９日（火）まで
１次：９月19日（金）～ 20日（土）
２次：10月９日（木）～ 15日（水）
（共にいずれか１日）

18歳～ 26歳

自　衛　官
候　補　生

男
　
子
随時 ※受付時にお知らせします。

18歳～ 26歳
女
　
子
９月９日（火）まで ９月25日（木）～ 29日（月）のいずれか

１日

防衛大学校
学　　　生

推
　
薦
９月５日（金）～９日（火） ９月27日（土）～ 28日（日）

高卒など（見込み含む）21
歳未満（推薦は高校長の推
薦などが必要）

総
合
選
抜
９月５日（金）～９日（火） １次：９月27日（土）２次：11月１日（土）～２日（日）

高卒など（見込み含む）21
歳未満（自衛官は23歳未満）

防衛大学校学生は、一般もあります。防衛医科大学校学生も募集中です。詳しくは下記でご確認ください。
ｑ自衛隊京都地方協力本部ｔ075－803－0820　�http://www.mod.go.jp/pco/kyoto/

自衛官を募集

職員の不祥事にかかるお詫び
　５月27日に本町職員が、京都府迷惑行為防止条
例違反を起こし住民の皆様の信頼を損なうことにな
り、被害に遭われた方ならびに住民の皆様に心より
お詫び申し上げます。
　住民の皆様の信頼を回復することは容易ではござ
いませんが、このようなことが起きないよう職員一
人ひとりに服務規律を徹底するとともに、本件の重
大さをかみしめ、信頼回復に努めてまいります。

精華町長　木　村　　要

高齢者の　　　　　 
　　交通事故防止を

　京都府内の交通事故発生件数・死者数は昨年から減って
います。しかし、４月末現在の死者数のうち約７割は、高
齢者が占めており、高齢者の交通死亡事故は逆に多発傾向
にあります。
▶事故に遭わないために
　�加齢に伴って、視力や聴力、判断力などの身体能力に変
化が起こります。無理をせず安全な歩行を心がけましょ
う。
　・�道路を横断するときは、横断歩道を渡りましょう。
　・�横断歩道以外の場所を横断する場合は、見通しの良い
場所で、右左の安全を十分に確認してから横断しま
しょう。

　・�自宅の近くで事故に遭うケースも多いです。「慣れて
いる道だから」こそ油断は禁物です

▶目立ちましょう
　�夜間に出かけるときは、白や黄色といった明るい色の服
を着たり、反射材を身に付けたりするなど、目立つ工夫
をしましょう。

ｑ�総務課 行政110番係ｔ95－1910

　毎年８月は「道路ふれあい月間」、８月10日は「道の
日」です。
　この期間は、道路を利用している人々に、改めて道路
の役割を再認識することを呼びかけるものです。さらに
は道路を常に美しく、安全に利用する気運を高めること
を目的としています。これを機に、改めて道路の正しい
利用に努めましょう。
ｑ建設課 管理係ｔ95－1901

交通安全瓦版交通安全瓦版 その15

道路常に美しく

復興支援の一助に
　精華町ふれあいまつり実行委員会は７月９日（水）、今
年の同まつりに参加した各種団体などのチャリティーの
売り上げ14万5600円を、一般社団法人東日本大震災復
興サポート協会に義援金として寄付しました。
　義援金は、避難者の生活・就労支援、健康相談、復興
住宅建設などに使われます。
ｑかしのき苑ｔ94－5200

８月10日は「道の日」
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平
成
27
年
４
月
１
日
採
用
の
精
華
町
職
員
を
募

集
し
ま
す
。
職
種
は
、
一
般
事
務
職
Ａ
・
一
般

事
務
職
Ｂ
（
福
祉
）・
保
育
士
・
保
健
師
・
土

木
技
術
職
・
消
防
職
。
採
用
人
数
は
若
干
名

（
一
般
事
務
職
Ａ
の
み
約
10
人
）
の
予
定
で
す

【
注
１
】。

応
募
資
格

▼
一
般
事
務
職
Ａ

　
◆�

昭
和
62
年
４
月
２
日
～
平
成
９
年
４
月
１

日
の
出
生
者

　
◆�

高
校
卒
業
（
見
込
み
を
含
む
）
以
上
、
ま

た
は
同
等
の
学
歴
資
格
を
有
す
る
者

▼
一
般
事
務
職
Ｂ
（
福
祉
）

　
◆�

昭
和
49
年
４
月
２
日
～
平
成
７
年
４
月
１

日
の
出
生
者

▼
場
所

　

�

受
験
票
郵
送
時
に
通
知
（
町
役
場
の
予
定
、

実
技
試
験
は
別
会
場
）

▼
内
容　

　
◆
一
般
事
務
職
Ａ

　
　

�

学
歴
に
応
じ
た
教
養
試
験
（
大
学
卒
・
短

大
卒
・
高
校
卒
）・
適
性
検
査

　
◆
一
般
事
務
職
Ｂ

　
　

�

小
論
文
・
社
会
福
祉
専
門
試
験
（
有
資
格

者
免
除
）・
適
性
検
査

　
◆
保
育
士

　
　

�

教
養
試
験
（
短
大
卒
相
当
）・
保
育
士
専

門
試
験
・
適
性
検
査
・
実
技
〔
絵
本
読
み

聞
か
せ
・
ピ
ア
ノ
（
弾
き
歌
い
…
曲
は
当

日
発
表
、
自
由
曲
１
曲
…
バ
イ
エ
ル
75

番
～
１
０
６
番
）〕

　
◆�

社
会
福
祉
士
資
格
ま
た
は
精
神
保
健
福
祉

士
資
格
を
有
す
る
者
（
平
成
27
年
春
ま
で

の
取
得
見
込
み
を
含
む
）

▼
保
育
士

　
◆�

昭
和
62
年
４
月
２
日
～
平
成
７
年
４
月
１

日
の
出
生
者

　
◆�

児
童
福
祉
法
に
よ
り
保
育
士
に
登
録
さ
れ

て
い
る
者
（
見
込
み
を
含
む
）

▼
保
健
師

　
◆�

昭
和
59
年
４
月
２
日
～
平
成
５
年
４
月
１

日
の
出
生
者

　
◆�

保
健
師
免
許
取
得
者
（
平
成
27
年
春
ま
で

の
取
得
見
込
み
を
含
む
）

▼
土
木
技
術
職

　
◆�
昭
和
59
年
４
月
２
日
～
平
成
９
年
４
月
１

日
の
出
生
者

　
◆�

大
学
・
高
等
専
門
学
校
・
短
大
・
高
校
・

専
修
学
校
・
各
種
学
校
の
土
木
課
程
修
了

者
（
見
込
み
を
含
む
）、
ま
た
は
同
等
の

学
歴
資
格
を
有
す
る
者

▼
消
防
職

　
◆�

昭
和
62
年
４
月
２
日
～
平
成
９
年
４
月
１

日
の
出
生
者

　
◆�

高
等
学
校
卒
業
（
見
込
者
を
含
む
）
以
上

ま
た
は
同
等
の
学
歴
資
格
を
持
つ
者

　
◆
日
本
国
籍
を
持
つ
者

　
◆�

次
の
身
体
的
条
件
を
満
た
し
て
い
る
者

　
　
・�

視
力
が
矯
正
視
力
を
含
み
、
両
眼
で

０・７
以
上
、
一
眼
で
そ
れ
ぞ
れ
０・３

以
上
。

　
　
・�

身
体
に
職
務
遂
行
上
の
支
障
が
な
い
こ

と
。

▼
全
職
種
共
通

　

�

地
方
公
務
員
法
第
16
条
各
号
の
規
定
に
該
当

し
な
い
者
【
注
２
】

申
し
込
み

８
月
11
日
㈪
～
22
日
㈮
の
平
日
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
に
必
要
書
類
を
直
接
、
左
記
へ

（
必
着
・
郵
送
可
）。

〒
６
１
９

－

０
２
８
５ 

京
都
府
相
楽
郡
精
華

町
南
稲
八
妻
北
尻
70
番
地　
精
華
町
役
場
総
務

部
総
務
課
人
事
係

▼
必
要
書
類
【
注
３
】

　
・
申
込
書
（
申
込
書
①
・
②
）

　
・
履
歴
書
（
町
ま
た
は
学
校
指
定
の
も
の
）

　
・�

最
終
学
業
証
明
書
（
成
績
証
明
書
）【
注

４
】

　
・�

最
終
卒
業
証
明
書
ま
た
は
見
込
書
【
注

５
】

　
・�

受
験
票
送
付
用
封
筒
（
長
形
３
号
、
送
付

先
の
記
入
と
２
４
２
円
分
の
切
手
貼
付
必

要
）

　
・�

社
会
福
祉
士
ま
た
は
精
神
保
健
福
祉
士
登

録
証
の
写
し
、
も
し
く
は
資
格
取
得
見
込

証
明
書
（
一
般
事
務
職
Ｂ
の
み
）

　
・�

保
育
士
証
ま
た
は
保
育
士
資
格
証
明
書
の

写
し
、
も
し
く
は
保
育
士
資
格
取
得
見
込

証
明
書
（
保
育
士
の
み
）

　
・�

保
健
師
免
許
の
写
し
、
ま
た
は
保
健
師
免

許
取
得
見
込
証
明
書
（
保
健
師
の
み
）

採
用
試
験
（
第
１
次
試
験
）

▼
日
時
【
注
６
】

　
９
月
21
日
㈰

　
受
付
…
午
前
８
時
30
分
～
８
時
45
分

　
試
験
…
午
前
９
時
か
ら

　
◆
保
健
師

　
　

�

小
論
文
・
保
健
師
専
門
試
験
（
有
資
格
者

免
除
）・
適
性
検
査

　
◆
土
木
技
術
職

　
　

�

学
歴
に
応
じ
た
教
養
試
験
（
大
学
卒
・
短

大
卒
・
高
校
卒
）・
学
歴
に
応
じ
た
専
門

試
験
〔
大
学
卒
・
高
校
卒
（
短
大
卒
は
高

校
卒
と
同
じ
）〕・
適
性
検
査

　
◆
消
防
職

　
　

�

学
歴
に
応
じ
た
教
養
試
験
（
大
学
卒
・
短

大
卒
・
高
校
卒
）・
消
防
適
性
検
査
・
実

技
（
体
力
測
定
）

　
　
※�

体
力
測
定
に
は
、
運
動
で
き
る
服
装
・

運
動
靴
（
運
動
場
用
・
体
育
館
用
）
を

持
参
す
る
こ
と
。

採
用
条
件

▼
勤
務
場
所

　
原
則
と
し
て
次
の
通
り
で
す
。

　
◆�

一
般
事
務
職
・
保
健
師
・
土
木
技
術
職

　
　

�

町
役
場
・
上
下
水
道
事
務
所
・
人
権
セ
ン

タ
ー
な
ど

　
◆
保
育
士

　
　

�

ほ
う
そ
の
・
こ
ま
だ
・
い
け
た
に
保
育
所

　
◆
消
防
職

　
　

�

消
防
本
部
・
署
【
注
７
】

▼
初
任
給

　

�

高
校
卒
14
万
９
８
０
０
円
・
短
大
卒
16
万
１

６
０
０
円
・
大
学
卒
17
万
８
８
０
０
円
（
変

更
の
場
合
あ
り
、
そ
の
ほ
か
の
条
件
も
町
条

例
に
準
拠
）

そ
の
ほ
か

・�

一
般
事
務
職
Ａ
、
一
般
事
務
職
Ｂ
（
有
資
格

者
）、
保
健
師
（
有
資
格
者
）
以
外
の
試
験

は
午
後
も
行
う
の
で
、
昼
食
・
湯
茶
を
持
参

す
る
こ
と
（
一
般
事
務
職
Ａ
は
午
後
０
時
30

分
ま
で
）。

・�

会
場
へ
は
公
共
交
通
機
関
を
使
う
こ
と
。

・�

申
込
期
限
の
間
際
は
混
雑
す
る
の
で
、
早
め

に
申
し
込
む
こ
と
。

【
注
１
】
26
年
度
採
用
は
一
般
事
務
職
Ａ
14
人
（
Ｂ
は

募
集
な
し
）、
保
育
士
１
人
、
保
健
師
募
集
な
し
、
土

木
技
術
職
０
人
、
消
防
職
２
人
。
25
年
度
採
用
は
募
集

要
項
に
記
載
。

【
注
２
】
詳
細
は
募
集
要
項
を
確
認
す
る
こ
と
。

【
注
３
】
書
類
は
返
却
不
可
。
ま
た
、
不
足
・
不
備
が

あ
る
場
合
は
受
け
付
け
不
可
。

【
注
４
】
４
年
制
大
学
を
中
退
し
た
（
見
込
者
を
含

む
）
場
合
で
大
学
に
２
年
以
上
在
籍
し
62
単
位
以
上
取

得
し
た
者
は
、
短
大
卒
業
と
同
等
の
資
格
を
有
す
る
と

見
な
す
が
、
同
大
学
の
成
績
証
明
書
が
必
要
。
最
終
学

歴
が
高
校
卒
業
で
卒
業
後
５
年
以
上
の
者
は
、
成
績
証

明
書
は
不
要
。

【
注
５
】
最
終
学
業
証
明
書
・
最
終
卒
業
証
明
書
は
、

今
年
４
月
以
降
発
行
の
原
本
が
必
要
。

【
注
６
】
第
２
次
試
験
の
日
時
・
場
所
な
ど
は
、
第
１

次
試
験
合
格
者
に
通
知
。
試
験
内
容
は
集
団
討
論
と
面

接
の
予
定
。
ま
た
、
い
ず
れ
の
職
種
も
各
学
校
を
卒
業

（
見
込
み
を
含
む
）
し
た
者
が
、
別
の
学
校
の
卒
業
資

格
で
受
験
す
る
こ
と
は
不
可
（
大
学
卒
業
者
の
短
大
卒

や
高
校
卒
と
し
て
の
受
験
）。

【
注
７
】
採
用
後
約
７
カ
月
は
消
防
学
校
（
全
寮
制
）

に
入
校
し
、
卒
業
後
は
本
部
ま
で
の
通
勤
時
間
が
お
お

む
ね
１
時
間
以
内
の
地
域
で
の
居
住
が
必
要
。

ｑ
総
務
課
人
事
係
ｔ
95

－

１
９
１
０

来たれ！「創精」の勇者たち
未来の精華を 創る町職員募集
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「
ロ
ト
６
な
ど
の
数
字
選
択
式
宝
く
じ
の
当
選

番
号
を
事
前
に
教
え
て
も
ら
う
の
と
引
き
換
え

に
、
高
額
な
情
報
料
や
預
託
金
を
支
払
わ
さ
れ

た
。
し
か
し
、
宝
く
じ
は
当
た
ら
ず
、
業
者
と

は
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
た
」
と
い
っ
た
相
談

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

〈
Ｑ
〉

　
携
帯
電
話
に
「
ロ
ト
６
の
当
選
番
号
を
教
え

る
」
と
い
う
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。
信
用

し
て
い
な
か
っ
た
が
、「
お
試
し
で
情
報
料
無

料
」
と
し
て
聞
い
た
番
号
が
、
翌
日
の
朝
刊
で

発
表
さ
れ
た
当
選
番
号
と
一
致
し
て
い
た
の
で

信
じ
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
電
話
が
か

か
っ
て
き
た
の
で
、
情
報
料
１
０
０
万
円
と
し

て
番
号
を
聞
き
、
く
じ
を
購
入
し
た
。
し
か
し

教
え
て
も
ら
っ
た
番
号
で
は
当
選
し
な
か
っ

た
。
お
金
を
返
し
て
欲
し
い
。　
（
60
代
女
性
）

〈
Ａ
〉

　
ロ
ト
６
な
ど
の
宝
く
じ
の
当
選
番
号
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
当
日
発
表
さ
れ
ま
す
。
今
回

の
詐
欺
は
、
翌
日
の
朝
刊
で
の
発
表
と
の
時
差

を
利
用
し
た
も
の
で
す
。
宝
く
じ
の
抽
選
は
厳

正
、
公
正
に
行
わ
れ
て
い
て
、
事
前
に
誰
か
に

漏
れ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た

詐
欺
で
は
、

お
金
を
振
り

込
ん
だ
直
後

に
業
者
と
連

絡
が
取
れ
な

く
な
る
こ
と

が
多
く
、
被
害
の
回
復
も
困
難
で
す
。

「
宝
く
じ
の
当
選
番
号
が
事
前
に
分
か
る
」
と

い
う
電
話
が
あ
っ
た
ら
、
話
を
聞
か
ず
、
す
ぐ

に
切
り
ま
し
ょ
う
。
一
度
電
話
に
出
る
と
断
り

に
く
く
な
る
の
で
、
留
守
番
電
話
機
能
を
利
用

し
て
、
か
か
っ
て
き
た
電
話
に
は
出
ず
、
必
要

に
応
じ
て
後
で
か
け
直
す
と
い
う
対
処
法
も
有

効
で
す
。

　
ま
た
、
発
信
者
番
号
表
示
機
能
の
あ
る
電
話

を
使
用
し
て
い
る
場
合
に
は
、
番
号
非
通
知
や

知
ら
な
い
電
話
番
号
か
ら
の
電
話
に
は
出
な
い

と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。

◇

　
困
っ
た
と
き
は
、
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
木
津
川
市
木
津
上
戸
15
番
地
・
相
楽
会
館
１

階
＝
右
地
図
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
受
付
時

間
は
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
４
時
で
す
。

　
土
日
・
祝
日
（
年
末
年
始
を
除
く
）
に
は
、
京

都
府
消
費
生
活
安
全
セ
ン
タ
ー
が
電
話
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
（
ｔ
０
７
５

－

２
５
７

－

９
０
０
２
）。
受
付
時
間
は
午
前
10
時
～
午
後

４
時
で
す
。

ｑ 

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ｔ
72

－

９
９
５
５

当
選
番
号
教
え
る
→
絶
対
う
そ

相
楽
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー

（
相
楽
会
館
１
階
）京

都
山
城
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー

山
城
南

保
健
所

山
城
広
域

振
興
局24

Ｊ
Ｒ
木
津
駅

み
ん
な
で
築
こ
う　
人
権
の
世
紀

～
考
え
よ
う　
相
手
の
気
持
ち　
育
て
よ
う　
思
い
や
り
の
心
～

　
８
月
は
京
都
府
の
人
権
強
調
月
間
で
す
。

男
女
共
同
参
画
ミ
ニ
通
信
　
　
21

女
性
の
活
躍
と
日
本
再
興 

女
性
の
活
躍
応
援
―
最
近
こ
の
よ
う
な
言
葉

を
よ
く
目
に
、
耳
に
し
ま
す
。
低
迷
し
て
い
る

日
本
経
済
の
打
開
策
と
し
て
、
ま
だ
活
用
で
き

て
い
な
い
女
性
を
活
用
し
、
日
本
再
興
の
た
め

頑
張
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
政
府
経
済
戦
略
で

も
あ
り
ま
す
。「
女
性
が
活
躍
っ
て
？
　
社
会

進
出
っ
て
？
　
家
事
に
育
児
に
も
う
十
分
頑

張
っ
て
い
る
ん
だ
け
ど
…
…
」
と
い
う
声
が
女

性
か
ら
は
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
が
。
政
府
が

応
援
す
る
女
性
の
活
躍
っ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て

日
本
が
再
興
す
る
っ
て
、
ど
ん
な
こ
と
な
の
で

し
ょ
う
。

女
性
が
活
躍
す
る
日
本

　
日
本
再
興
戦
略
で
は
①
労
働
力
人
口
の
増
加

②
埋
も
れ
て
い
る
優
秀
な
人
材
の
確
保
③
生
産

者
の
視
点
に
立
っ
た
市
場
の
創
造
―
の
実
現
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
「
女
性
が
働
き

や
す
い
環
境
を
整
え
、
社
会
に
活
力
を
取
り
戻

す
」
と
し
、
女
性
の
活
躍
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
過
去
の
女
性
政
策
に
よ
っ
て
、
女
性
の
人
権

の
保
護
と
回
復
は
あ
る
程
度
進
ん
で
き
て
い
ま

す
。
し
か
し
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と

い
っ
た
、
日
本
の
昔
か
ら
の
固
定
的
性
別
役
割

分
担
意
識
な
ど
が
深
く
影
響
し
、
女
性
が
仕
事

に
就
い
た
り
、
社
会
で
重
要
な
決
定
を
し
た

り
、
そ
の
能
力
を
発
揮
し
活
躍
し
た
り
で
き
て

い
る
か
と
い
う
と
、
少
し
疑
問
に
感
じ
ま
す
。

　
国
で
は
、
今
ま
で
女
性
の
活
躍
の
少
な
か
っ

た
分
野
へ
の
女
性
進
出
や
、
家
庭
だ
け
に
と
ど

ま
っ
て
い
た
女
性
の
活
躍
場
所
の
拡
大
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
女
性
を
生
き
い
き
と
経
済
活

動
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
で
、
日
本
経
済
を
活
性

化
さ
せ
、
元
気
な
日
本
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
女
性
が
安
心
し
て
広
く
社
会
で
活

躍
す
る
に
は
、
家
事
や
育
児
を
誰
か
と
分
担
し

な
け
れ
ば
、
女
性
だ
け
に
負
担
が
か
か
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
誰
か
と
分
担
す
る
に
は
、

保
育
所
の
待
機
児
童
の
解
消
な
ど
、
働
き
な
が

ら
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
整
備
が
必

要
で
す
。
男
性
の
長
時
間
労
働
の
問
題
な
ど
、

雇
用
主
を
含
め
た
働
き
方
に
対
す
る
意
識
改
革

も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
男
性
に
と
っ
て
の
男
女
共
同

参
画
も
同
時
に
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
仕
事
も
家
庭
も
男
女
が
共
に
分
か
ち
合
い
、

生
き
い
き
と
生
活
で
き
る
そ
ん
な
「
女
性
の
活

躍
応
援
」
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

ｑ 

人
権
啓
発
課
男
女
共
同
参
画
係
ｔ
95

－

１
９

１
９

vol.

山田荘小学校

総合的な人間関係力をつける
　学校や家庭・地域で温かい人間関係を築き、社会性を高
めます。社会への参画で共に生きるための「つながる力」を
付けます。

セルフマネジメント力を付ける
　自分を理解し、自分をコントロールしながら、自分の良
さを生かせるようにします。より良い自分の生き方を考
え、生活する力を付けます。

地域とのつながりを深める
　登校を見守る「キッズヘ
ルパー」をはじめ、図書ボ
ランティア、お話ボラン
ティア、クラブ学習ボラン
ティア、環境ボランティア
の学校サポーターやPTA
などとのかかわりで、地域
との絆を深めています。
　このほか、子どもたちが主体的に地域に触れ、地域を大
切にする学習を進め、社会性の育成に取り組んでいます。

【注】学習指導要領の基準によらない教育課程の編成・実施を認
め、新しい教育課程・教育方法を開発するものです。

　桜が丘地区の子どもたちが通う山田荘小学校は、創立
128年目の伝統ある学校です。教育目標は「自ら学び、心
豊かでたくましく『生きる力』に満ちた児童の育成」。卒業
生の大半が進む精華南中学校との小中連携や、いけたに保
育所・光が丘幼稚園との連携を進め、12年間を見通した
教育に取り組んでいます。
　また、平成24年度から受けている文部科学省の研究開
発校【注】の指定は、本年度が最終年度です。今回は、その
指定を受けて研究開発を進めている「人間力活動科」の４つ
の学習を紹介します。

論理的な思考力を身に付ける
　思考の要素（比較・分
類・分析など）を活用し
て、筋道を立てて考えられ
るようにします。さらに、
互いの話を聴いて考えを深
める話し合いができるよう
にします。

研究の集大成の年迎え

ｑ山田荘小学校ｔ72－0545・精華町役場 学校教育課 学校教育係ｔ95－1906

遊びや給食を通じての異年齢集団活動

PTA や地域の方と交流する催し 
人間力活動科の授業

図書ボランティアによる読み聞かせ
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ｑせいか365事務局（健康推進課・福祉課・国保医療課・生涯学習課・企画調整課）ｔ95－1905（健康推進課内）

▶材料（２人分）
　�食パン（６枚切り）40㌘・玉ネギ40㌘・ベーコン20
㌘・卵50㌘・牛乳33㍉㍑・ピザ用チーズ20㌘・バ
ター４㌘・パセリ４㌘
▶作り方
　①�食パンを１㌢角に切る。

　②�玉ネギは粗いみじん切り、ベーコンは１㌢角に切
る。

　③�②をフライパンでいためる。
　④�卵を溶きほぐし、牛乳と合わせ、①を浸す。
　⑤�④に②とピザ用チーズを混ぜる。
　⑥�アルミケースにバターを塗り、⑤を入れ、180℃の
オーブンで10分～ 15分焼く。

　⑦�⑥にみじん切りしたパセリをのせる。
▶一人分の栄養価
　�エネルギー208キロカロリー・タンパク質9.8㌘・脂質13.1㌘・
カルシウム123ミリグラム・食物繊維0.9㌘・塩分0.8㌘

パンのキッシュ

217

今回は、精華町食生活改
善推進員協議会「あすなろ
会」円山早智子さん（乾谷
地区）が紹介する「パンの
キッシュ」です。

Part.184 暑い夏、忘れず水分補給を

健康づくりをみんなで学び、考えた

食べたら歯みがき

朝、昼、晩

毎月19日は食育の日毎月19日は食育の日毎月19日は食育の日

応急手当の手順
　熱中症で体調が悪くなった人がいたら、次のような行動
を取りましょう。
・�涼しい場所へ移動し、衣服を緩め、安静に寝かせる。
・�室内ではエアコンをつける。
・�扇風機、うちわなどで風を当て、体を冷やす。
・�脇の下・太もものつけねなどを冷やす
・�飲めるようであれば、水分を少しずつ取らせる。
※�持病のある方は、かかりつけの医師とあらかじめ相談
し、熱中症対策についてアドバイスをもらっておきま
しょう。

ｑ健康推進課�保健予防係ｔ95－1905

　交流会の参加者へのアンケートでは、「町民の皆さんがと
ても熱心に参加していたことで、精華町が元気な理由が分
かった」「さまざまな活動団体が一堂に会し、お互いの内容
を知ることができて大変良かった」「個人で参加したが、い
ろいろな取り組みがあることが分かった。今後、自分なり
に何かに参加していきたいと思う」などの声が寄せられま
した。一方、参加団体が多かったため、詳しく活動内容を
知るには時間が少なかったという意見もありました。今回
の参加団体については、町ホームページに掲載し、紹介す
る予定です。
　またアンケートでは、「交流会にまた参加したい」と答え
た方が８割に達しました。このような交流活動は、継続的
に実施する必要があると考えています。今後も皆さんの健
康づくりへの積極的な参画を支援していきます。

健康づくりへの実践アイデアを大紹介！
　前号に引き続き、健康増進活動推進に向けた町民の皆さ
んのアイデアの一部を紹介します。
　�ウオーキングをして、そのあと、スクールヘルパーとし
て見守りとともに学校まで歩いています。食べ物も好き
嫌いせず、また近所の方とのおしゃべりを楽しんでいま
す。

（僧坊地区・60代男性）

熱中症は気温などの環境条件だけではなく、人間の体調や
暑さに対する慣れなどが影響して起こります。気温が高く
ない日でも、湿度が高い日や風が弱い日、体が暑さに慣れ
ていないときは注意が必要です。

高齢者の注意点
　高齢者は温度に対する感
覚が弱くなるため、室内で
も熱中症になることがあり
ます。室温が28度を超え
ないように、エアコンや扇
風機などを使いましょう。
　のどが乾いていなくても
水分補給をしましょう。調
子が悪いと感じたら、家族
や近くの人にそばにいても
らいましょう。

子どもの注意点
　乳幼児は体温調節機能が十分発達していないため、特に
注意が必要です。
　外出するときは帽子をかぶりましょう。晴れた日は、地
面に近いほど気温が高くなるため、大人以上に暑い環境に
います。様子は十分に観察しましょう。遊んでいるとき
も、水分補給や休憩を取りましょう。
　日ごろから栄養バランスの取れた食事や運動、遊びを通
じて、暑さに負けない体づくりをしましょう。

　今回は、精華町交流ホールで６月22日（日）に開催した
「せいか365　みんなで健康　交流会」の様子を紹介しま
す。

歩いて再発見！地域の魅力
　当日は、健康増進活動をされているさまざまな団体や一
般の参加者約150人が一堂に会し、会場は早くも熱気に包
まれていました。
　開会あいさつの後、介護
予防事業対象者の愛称募集
の認定式が行われ、考案者
の南泰雄さん（精華台一丁
目）に記念の認定証が手渡
されました＝右写真。
　交流会の第１部では記念
講演として、石井好二郎教
授（同志社大学スポーツ健
康科学部）による「ガッテ
ン !!“歩き”で寿命が延び
るわけ」と題した、歩くこ
との効果や健康寿命との関連などに関するとても興味深い
話がありました。
　第２部の「交流会」では、志賀誠治所長（有限会社人間科
学研究所）がコーディネーターとなり、参加の全17団体が
いくつかのグループに分かれて自分たちの活動を発表し合
いました＝下・右上写真。団体相互で意見を交わすこと
で、健康づくりの交流を深めることができました。

室内でも、外出時でも、
のどの渇きを感じなくても、

こまめに水分、塩分
を補給しましょう。
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